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大 串

回 (

三o時 4・0分,西彼杵半島内海線の大串の

パス停警所
に
`:長

崎と佐量保を発りたスス発:

:殆んど同時に着いた。巡検予定コニスの簡単

な地質の説明があらた後 総勢46名の大集

団ハ 車の通るたびに砂ぱこうがたちこめる

ヽ国道
'016号
繰を南下する.大串の南小学校

・′ 下より,― 鳥加に至る間は黒色片岩 (絹雲母石
黒片岩 )が続き,片理面は大村湾側へ急、角度

で傾いているム道路の改修が行なわれている

最中なの■ 新しい露頭が次々に見られるヵ、

いづれも南北からN20Eま での間δ走向を

示す片理面をもらた片岩であり,その面もき

わめて平坦であるこ道路が力Tブしているの

で,片理の向きもそろわないよ1,な錯覚を起

す力ヽ クリ
]ノ
メニタ‐で測二てみると前のも

のとあまり変化していないのである
=.鳥加より鳥加川の右岸ぞいた南下する。評

より上多以良に至る開拓道路に入り
` 10分

許り登ると,道路上には蛇紋岩や滑石め岩盤

が出てぃるここれは結晶片岩と蛇紋岩との接

触部に生じた滑右帯である。更に坂道にそぅ

た崖には,緑泥石の美事な結晶の集合体が層

状をな.してあらわれてぃる。内田・牟自両氏

は,この露頭lをかなる鳥加蛇紋岩に発達する

昭 和

鳥

41´ 年 4月117■

加 の 変 :成 岩 ‐類

(2万 5千分の 1 板の浦 )

緑泥右・ 滑石脈の帯状分布として次のように

記載してぃる.   ・     ■   ,
II(地質学雑誌 64巻 . 195181)

‐ 1帯 :蛇織  ■      ‐

2帯 :炭酸塩鉱物=滑石蛇紋岩帯(20■ )

3帯 :滑石帯(5")f   i ■
|

4帯 ゴ滑石 `緑泥石帯 (4砕 ):

5帯 :細粒線泥石帯 (2機 )    ・

`6帯 :習粒鱗片状緑泥石帯(30働 )

( )内は脈巾である6
これより200れ登二た所に巾広い右英脈の

露頭がある。通路下には採掘跡もある。石笑

踊は
'こ
3 inの巾のものが 3本あり:東方に|

66度程かたむいている:結晶片岩の片理に

平行して太った分泌石英脈で,近 く日曹砂鉄

鉱業ハ
'鳥
加珪石

3′
として採堀を始める予

定であるという。       :
一通り|の鉱物採集を終えた後,昨年完成し

た西彼杵半島縦賞道路まで登ってL休みした

力ヽ 4時半頃鳥加を通過するパネに乗るため

谷にそった近道を引返九  |  :  、

(鎌田 泰彦 記 )

・参会1者 46名 (正会員26_.学生 20)

守 20-


